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駅の階段を上る人の”波”と、下る人の”波”

個々人の存在が合わさってひとまとまりの波のように見え、

さらに波の運動方向と運動速度が知覚されることがある
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「全体的にこれくらい」

Ariely (2001); Alvarez (2011); Whitney & Yamanashi-Leib. (2018)



要約統計情報の知覚「アンサンブル知覚」

複数の刺激から何らかの特徴に関する

要約情報(統計情報)を知覚すること

類似の(冗長な)情報は分布の構成要素であり

分布から平均・分散などの代表値を把握している

Ariely (2001); Alvarez (2011); Whitney & Yamanashi-Leib. (2018) 3/19



短時間・高精度で平均や分散を知覚できる(低次特徴)

重心 Centro
id

Alvarez & Oliva (2008)

Webster, et al. (2014) 色合い Hue

明るさ Brightness Bauer (2009)
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短時間・高精度で平均や分散を知覚できる(高次特徴)

表情 Facial expression

Karaminis, et al. (2018) 5/19



短時間・高精度で平均や分散を知覚できる(高次特徴)

視線の向き Gaze direction

Florey, et al. (2016) 6/19



アンサンブル知覚の研究は、多くの場合実験画面の広い範囲に刺激を
提示することで、平均や分散の大きさを回答させるものだった

「全体性」を強調する点でゲシュタルト的な知覚と類似の現象だが、
アンサンブル知覚の文脈で群化の影響はあまり検討されていない

本研究の背景
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“向きの平均”(Dakin, 2001)を報告する場合に、

諸要素が空間的に散らばっているか、空間的にまとまっているか

は重要な要因なのか？

本研究の問い

つまり群
化の中で

も

近接の要
因に相当

する
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近接の要因・類同の要因により、

近づきあった、同じ空間周波数のガボールパッチの平均の向きは

より高い精度で回答できるだろう

仮説

の平均の向きを見るなら より

これ こっち

？
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課題：同じ空間周波数の4ガボールの平均方位を回答してもらう

High-SF

Low-SF

2 3 4

The number of linked targets
SF
 c
on
di
ti
on

• 1セル72試行の合計576試行
• 半径視角4°の仮想円環上8点にガボールが8個提示される(高空間周波数(High-
SF)と低空間周波数(Low-SF)のガボールが4個ずつ) 

• 各試行の平均方位から±7.7°の範囲で各ガボールがランダムな方位を持つ
• High-SFセットとLow-SFセットの各平均方位がなす角度は 10～90°で、試行ご
とにランダムに変化する

目標刺激の連続数

目
標
刺
激
の
空
間
周
波
数

(3cpd)

(0.8cpd)

1

これら４つの
平均方位を答える
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課題の流れ
前頁の8条件は試行間でランダムに提示

調整法によりバーを”平均方位”
まで回転させる(但し2軸データ)

High-SF, Low-SFどちらの平均方位を
答えるか、先行手がかりが提示される

1000ms

250ms

2000ms

Until response
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正解(平均方位)からの誤差に関してvon Mises分布における集中度𝜿を算出

“集中度が高いほど回答の精度が高い”と解釈する

指標

von Mises分布の確率密度関数 𝒇 𝜽; 𝝁, 𝜿 = 𝟏
𝟐𝝅𝑰𝟎(𝜿)

𝒆𝒙𝒑[𝜿 𝒄𝒐𝒔 𝜽 − 𝝁 ]

• 𝑰𝟎(𝜿)は次数0の第一種変形ベッセル関数

• 平均方向𝝁(バイアス)と集中度𝜿(精度)

により形状が決まる
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9名のデータを回帰分析した結果(目的変数: 集中度、説明変数: 目標刺激の連続数)、

目標刺激の連続数によらず集中度は一定の参加者が殆どであった(Subject
4のLow-SF条件以外)

結果：集中度は連続刺激数によらず一定
Subject 5Subject 4Subject 3Subject 2Subject 1

Subject 9Subject 8Subject 7Subject 6

誤
差
の
集
中
度𝜅

目標刺激の連続数

𝑦 = 1.7 + 2.4𝑥
𝑦 = 3.5 + 1.5𝑥

𝑦 = 9.1 + 0.5𝑥
𝑦 = 6.9 + 0.9𝑥

𝑦 = 6.5 − 0.4𝑥
𝑦 = 12 − 1.4𝑥

𝑦 = 6.2 + 2.2𝑥
𝑦 = 10 + 1.1𝑥

𝑦 = 5.9 − 0.4𝑥
𝑦 = 6.2 + 0.4𝑥

𝑦 = 7 + 0.3𝑥
𝑦 = 3.1 + 0.9𝑥

𝑦 = 4.8 + 1.4𝑥
𝑦 = 4.9 + 1.7𝑥

𝑦 = 4.1 + 0.6𝑥
𝑦 = 0.9 + 1.4𝑥

𝑦 = 11.2 + 0.1𝑥
𝑦 = 17.5 − 1.9𝑥

slope p < .05＊

High-SF
Low-SF
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Error bars: SE



ヒトは目標刺激の群化(近接の要因)に関係なく平均方位を報告できる

これは平均方位を知覚する際、観察空間全体から特徴レベルで類似度
の高い要素を抽出しており、そこに要素どうしの空間的な近接は大き
な要因として機能していない可能性を示唆している

もし要約を把握するために観察空間の一部ではなく全体を見るという
傾向が今後他の視覚特徴でも示されるならば、その傾向はヒトが平均
以外にも分散(多様性そのもの)や歪度、尖度のような代表値を得る際
にも有効に働いているものと考えられる(正規分布を仮定した場合)

全体を見るという類似の知覚現象でありながら、ゲシュタルト的な知
覚とアンサンブル知覚が明確に差別化できる点を示したというところ
が本研究の意義である

結論と本研究の意義
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本課題の限界

今回用いた課題には考慮すべき２点があった

• 共線性(collinearity)

刺激の局所的な方位の延長線上に類似の方位を持つ刺激が連続する

ことで、全体的に同一線のようなものが形成される性質

今回、各ガボールの向きを試行ごとにランダムに設定したとはいえ、

偶然同一線が形成されることでその知覚が有意になり、平均方位判

断が鈍化する試行が存在した可能性がある

• 傾き効果(oblique effect)

水平垂直に比べ、そもそも斜め(特に45°,135°)の感度が低い性質
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Low-SFHigh-SF

Oblique effect
Subject 8 正解(平均方位)が45°と135°

近傍のとき調整誤差が増加

(左)共線性を知覚しやすい

(右)共線性を知覚しにくい

Collinearity
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今後の課題：群化の影響を別の実験パラダイムで精査
• 傾き効果が発現しにくいよう”平均方位”が常に垂直(または水平)近傍に

なるよう条件を固定し、「平均方位が垂直から時計回り(右)/反時計回り

(左)どちらに傾いているか」を二肢強制選択で回答させる

• このとき同時に、共線性が発現しにくいよう各刺激の提示位置を統制す

る必要がある
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は、平均して垂直から

右/左どちらに傾いている

ように見えるか？
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昨年のスライドよりレイアウトの修正(特に4,5,6頁)、14頁「本研究の意義」
の追加、及び参考文献の追加を行なっているが、発表内容の改変はない。


